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第1595回例会
令和元年８月22日（18：30～19：30）

○ソング
　◦我等の生業
○スマイルBOX
　◦中目公英会長（ＣＫＢ〈チャレンジケンナンベー

スボール〉中学校野球大会の実行委員会より、青木
哲也実行委員長、高山運営部長、鹿島競技部長のお
三方にお越しいただき、ありがとうございます。大
会の成功に向けて、一緒にガンバりましょう。）

　◦永野文雄会員（ＣＫＢ野球大会の先生方、ようこ
そおいで下さいました。土・日曜日の大会の成功を
お祈りします。ご準備ありがとうございました。）

　◦前原俊治会員（ＣＫＢ野球大会の開催をお祝いし
ます。天気がいいとよいですね。）

　◦居川孝男会員（ＣＫＢのみなさんようこそ！休み
が続き申し訳ありません。）

　◦小林仁一会員（クラブ協議会、出席出来なくて
申し訳ありませんでした。お詫びにスマイルしま
す。）

A 出席免除を受けていない正会員数 ４４名

B  出 席 免 除 の 適 用 正 会 員 数 １４名

T  全 正 会 員 数 ５８名

C  Ⓐの出席者数 ２７名

D  Ⓐのメイクアップ 者数 ０名

E  Ⓑ の 出 席 者 数 ６名
G ＝ Ⓒ ＋ Ⓓ ＋ Ⓔ

（メイクアップ補填後の出席会員数） ３３名

H ＝ Ⓣ － （ Ⓑ － Ⓔ ） ５３
I ＝ Ⓖ ／ Ⓗ × 1 0 0

（例会出席率） ６２．２６％

第1595回例会出席状況� （R元年８月22日)

ＣＫＢ参加者 ＣＫＢ開会式
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本日のプログラム
■会長の時間 中目公英会長

　皆さん、こんばんは。お盆休みが明け
まして、ロータリーの例会一週飛んで二
週間ぶりの例会となります。皆さん、お
盆休み楽しくお過ごしになったでしょう
か。今日は我がクラブ青少年奉仕委員会

担当の今週末8月24日25日に執り行われますＣＫＢ、チャ
レンジ県南ベースボールフェスティバル、チャレンジ県南
ベースボール中学校野球大会の事前の打ち合わせの例会と
なっております。そして、そのためにお客様といたしまし
てＣＫＢの実行委員会から実行委員会の青木哲也先生。そ
して、運営部長さんの高山正康先生。それから、競技部長
さんの鹿島史弘先生。お三方の実行委員会の幹部の方々
にご参加いただいております。担当例会の中で今週末のＣ
ＫＢにつきましていろいろご説明があります。我がクラブ
の皆さん方、今年度の白河西ロータリークラブの奉仕プロ
ジェクトとして大きい事業になりますので、是非皆さんご
参加ご協力いただければ大変ありがたいと思っております。
どうぞよろしくお願いいたします。さて、お盆明けの一
週目ですから皆さん方もまだお盆休みの気持ちが残ってい
るかもしれませんので、今日は少しロータリー情報をお話
をさせていただければと思っております。このＣＫＢ、私
たちのクラブでは青少年奉仕委員会が担当となっておりま
す。ただ、今国際ロータリーの考え方はルール変わってお
りまして、ちょっと現在我がクラブの在り方と少しそぐわ
ないようなところもございます。その変遷につきまして少
しお話をいたします。現在、ロータリークラブの活動で大
きいのは五大奉仕部門といいます。クラブ奉仕、職業奉仕、
社会奉仕、国際奉仕、そして青少年奉仕といいます。ただ、
これはつい最近できた五大部門です。2000年代の初めまで
は、ロータリーは四大奉仕といっていました。クラブ奉仕、
職業奉仕、社会奉仕、国際奉仕、この4つしかありません
でした。青少年に関することは通常は青少年交換留学生。
つまり、外国の子供たちと日本の子供たちをお互いに交換
しましょうということがロータリーの活動のメインでした
から、青少年活動に関しましてはその四大部門の国際奉仕
委員会の下部組織として青少年事業がありました。もっぱ
ら青少年交換留学生をお互い事業としましょうというのが
ロータリーの活動でした。そのために青少年交換留学生を
我がクラブでも一時期やっていましたがやらなくなったも
のですから、そこで青少年育成という考え方が出てきま
して、依然として国際奉仕委員会の下でありました。ただ、
国際ロータリー現在考え方が変わりまして、2004年から皆
さん方ロータリー歴の長い方々はご記憶があるかと思いま
すが、急に新世代委員会とかいう委員会ができ、それで新
世代奉仕委員会とかというのができて、これがまだ四大部
門から五大部門にまだ代わらないうちでしたけど、何年間
か新世代奉仕委員会というのができまして、これが今やっ

ている、インターアクト、ローターアクト、ＲＹＬＡ、そ
して青少年交換留学生等々、あとＧＳＥとかいう活動をや
るような形になってきました。そして、今度さらにもう一
回変遷をしまして、ロータリーは五大部門になりまして、
新世代奉仕という名前から今度、青少年奉仕という名前に
なりました。国際奉仕委員会の下にあった青少年交換留学
生という事業は青少年奉仕委員会が担当するようになって
いるというわけであります。しかも、大変珍しいことに青
少年奉仕員会は国際ロータリーがこういう事業をやりなさ
いというふうに指定をしています。今程言いましたように
インターアクトクラブを作ってください。インターアクト
クラブの活動をしてください。ローターアクトクラブを
作ってください。ローターアクトクラブ活動をしてくださ
い。皆さんのクラブ全部で青少年交換留学生をしてくださ
い。できない時には他のクラブと共同でやってください。
それにＲＹＬＡには必ず一人出してやってくださいという
ふうに、事業が指定されているようなのが青少年奉仕委員
会です。ですから、我がクラブでやっている青少年育成み
たいな事業は今の国際ロータリーの活動的にいうと社会
奉仕委員会担当になるほうが実は普通なのかもしれません。
ただ、現在私たちのクラブはまだそういうふうなところま
で組織を変えていませんから、現在青少年奉仕委員会のほ
うで担当していると。そのような変遷のもとにありまして、
目下宮本先生のほうに我がクラブの定款は所在地と名前だ
けですからあっという間にできるんですけれども、細則の
ほうに大変ご苦労していただきながら、国際ロータリーの
流れに合うような形プラス白河西ロータリークラブの歴史
的な活動のことも加味しながら細則のほうを今現在考えて
いただいているということであります。来年以降、もしか
すると青少年奉仕担当から社会奉仕担当のほうにこのＣＫ
Ｂの事業そのものが移行する可能性も実はあるんだという
ことをご理解をいただければと思っております。ただ、こ
の青少年奉仕委員会の事業そのものの意義は今までと変わ
らず立派な事業ですから、是非今年もにぎやかにＣＫＢ活
動を手助けをしていってこの地方から中学校でいうならば
中体連の全国大会に出場するような選手、プロ野球選手に
なるような選手、メジャーリーグに行くような選手を輩出
し、ゆくゆくは私たちの地元に錦を飾って戻ってきて、矢
吹でやっている中畑杯みたいなことをまさに県南の白河地
域でもできるような、そういうふうな人材が育ってくれる
ような長期のスパンでの子供たちの育成というのを考える
大変有意義な事業だと思いますから、是非今週末の事業に
は皆さん方のご協力を重ねてお願いいたします。

■幹事報告 堀田一彦副幹事
◦大船渡ロータリークラブ：大船渡ＲＣ
　創立60周年記念式典のご案内
◦ロータリー日本財団：年次基金への
　1000ドル寄付の寄付明細
◦白河市国際交流協会：2019「はじめて

のフランス語講座」の開催について
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◦白河赤十字奉仕団：賛助金の御礼
◦白河南ＲＣ：週報
◦白河市長：後援等承認通知書
◦2019-20年度ガバナーエレクト：ガバナーエレクト事務

所開設披露式の申込について

■委員会報告
◦親睦委員会 須藤正樹委員長

　こんばんは。親睦委員からホームミー
ティングのご案内を申し上げます。その
前に、いつもよりだいぶ遅れてしまいま
して、皆さんに申し訳ないなと思いま
す。期間が令和元年8月23日から令和元年

9月11日の間です。テーマとしましては、新入会員の勧誘
方法とか、あと新入会員を紹介してもらってそれを高畠委
員長にご報告するというふうな感じでテーマ1はしたいな
と思います。テーマ2、楽しい例会にするにはというのも
皆で考えてもらえればと考えています。報告会が9月12日
木曜日と9月19日木曜日となっております。あとは各班で
調整お願いします。あとこのホームミーティングやってい
る写真を書記の方が何枚か撮って、それを報告してもらえ
ればと思います。

◦青少年奉仕委員会 村上堅二委員長
　皆さん、おばんでございます。ＣＫＢ
大会、今週の土日となりました。詳しい
内容をもう一度明日ファックスを入れ
させていただきますけども、集合時間
等々、皆さんの集合時間は6時50分、24日

の土曜日です、6時50分。会場は泉崎のさつき公園のほう
になります。地図のほうは今回渡してあるプログラムの33
ページのほうにありますので、そちらのさつき公園のほう
にお越しいただければよろしいかと思いますのでよろしく
お願いします。駐車場がちょっと今回いろんな大会重なっ
てまして、少ない場合には途中に野球場の入り口を入った
所の右側に広場を確保してもらいましたので、そちらのほ
うにも置けますので、もし駐車場に車が置けなさそうだっ
たらそちらのほうに回していただければと思います。そし
て、その日は開会式をやっていただいて始球式が9時半か
ら。これは吉野さんのほうからよろしくお願いします。そ
して、翌日日曜日閉会式のほうそちらのほうが3時予定を
しておりますので、2時30分に同じようにさつき球場のほ
うにご集合いただけるようお願いいたします。中学生のこ
ういった大きな大会なかなかありませんので、是非皆さん
見ていただいて参加していただけることよろしくお願いい
たします。

■本日のプログラム
ＣＫＢ野球例会
◦青少年奉仕委員会 村上堅二委員長
　本日の例会プログラムとして今回はＣＫＢ実行委員長の

青木先生、そして高山先生と鹿島先生にお越しいただいて
います。お忙しい中今日は本当にありがとうございます。
今回ＣＫＢのほうですけども6回目という形になるんです
けども、参加者のほうが子供たちのほうが360名来てるん
ですね。親御さんから合わせるとやはり1000名以上人数が
集まる大会になっております。先程もお話しましたが開会
式としては多分県内で一番大きな中学校の開会式になり
ます。約25チーム総勢あがってきますので非常に盛大なも
のになります。ブラスバンドも入って、あと松本知華先生
のほうの国歌斉唱もありますので、そういった意味では本
当に甲子園を彷彿させるような大会になっておりますので、
是非皆さんご参加のほどお願いしたいと思います。本日は
青木先生のほうから卓話を頂戴したいと思いますので、青
木先生よろしくお願いいたします。高山先生も鹿島先生も
よろしくお願いします。

◦東中学校　ＣＫＢ野球大会実行委員長 青木哲也様
　それでは、改めましてこんばんは。毎
年毎年、この場に来させていただいてこ
ういうお話をさせていただけるのは本当
にありがたく思っております。中体連の
委員長とＣＫＢの実行委員長を務めさせ

ていただいております東中学校の野球部顧問の青木と申し
ます。よろしくお願いします。ＣＫＢ大会本当に今回6回
目ということで、去年節目の記念大会ということで、それ
以上の今度は10回に向かってさらに先生方と選手と皆で一
致団結して頑張っていこうというような形でスタートまた
活動準備させていただいております。地元の吹奏楽部、う
ちの学校の吹奏楽部の子たちも夏休み合唱の練習、自分た
ちのコンクールの練習、その次に今回の入場行進の練習と
いうことで、ほぼほぼ朝練の合唱の練習から3時までの野
球の吹奏楽の演奏まで毎日本当に頑張って練習をしており
ます。今日も自分学校を出て来る時は「栄冠は君に輝く」
を聞きながら出させてもらったという感じで、非常にあり
がたいなと思っていました。また、昨年まで国歌斉唱を
歌っておりました松本知華なんですが、今回の人事異動に
より川内中学校のほうに移動になったんです。ただ、もし
そういう出番があればやらせてほしいというふうな声掛け
をもらいまして、結果的にまた今回も松本知華のほうが川
内からやってまいりまして歌と国歌斉唱と、あと夜の懇親
会のほうもちょっと演奏等やってくれるというようなこと
になりました。そういったことで本当にいろんな人に野球
関係以外の吹奏楽や松本のような人間にも末永く付き合っ
てもらってやれていること。その根底にあるのは、やはり
こうやってロータリー様の献身的なご尽力があって、予算
的なものも補助していただいてやれているということ。そ
して、立派な何十年も使えるような見事な優勝旗を自分た
ちの組織に作っていただいたというところから、これは本
当に頑張らなければいけないなという背筋が引き締まる思
いでこの8月の時期というのは過ごしております。今年度
から夏休みが1週間早まりまして今学校始まっているんで
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すが、例年ですと夏休みの最後の土日ということである程
度準備も時間をめいいっぱい取れてやれてる部分があっ
て、ただ抜けのないようにということではやっていようと
は思うんですが、最後、今日明日の準備のほうで抜かり
のないように頑張っていきたいと思っております。そして、
本当にその後ろ支えをしてくださっている逗子開成中学の
キャップであります栄先生のご尽力というのが、本当に6
年も続いているというのがまずは本当にありがたい話なん
です。今回、全南の県南のうちの野球選抜チームのほうも
全国大会の切符をとらせてもらって、県で勝たせてもらっ
て、南東北で勝たせてもらって、横浜スタジアムで今回8
月12日やってまいりました。九州の学校、日章学園に負け
てしまったんですが、その際も決まった瞬間に電話をいた
だいて、人工芝のグラウンドだから、逗子開成のグラウン
ド人工芝なのでうちはお盆中でも学校自分は開けられるの
で、是非グラウンドに慣れてボールに慣れてもらいたいか
ら是非来てくださいというお言葉をいただいて、そんな中
で前日の練習も逗子開成のグラウンドでやらさせてもらい
ました。横浜スタジアムは本当に圧迫感のある球場で、逗
子開成さんのグラウンドも校舎に囲まれた圧迫感のある雰
囲気で、本当にそういう意味ではゴロもそうなんですが、
フライの感覚もいち早く慣れていい形で試合に臨めたとい
うのもありました。そんなこんなでいろいろ支えていただ
いて自分たちがこうやって好きな野球を柱に仕事させてい
ただけてるのはありがたい話だなと思っております。ロー
タリー様のご協力にそれが倍返し三倍四倍というようなく
らいの気持で頑張ってやっていきたいと思いますのでよろ
しくお願いいたします。プログラムにも記載させてもらっ
たんですが、今回神奈川県の高校野球の地区予選が200弱
あるんですが、その中でくじでぽんと引いたのが毎年来て
くださっている逗子開成中学校と湘南学園の高校の部だっ
たんです。その学校はどっちもエスカレーターなので、生
粋の湘南学園中と逗子開成中の野球部あがりということで、
さつき球場でお互いに開会式に出たメンバーが小田原球場
で戦いをしたということで、本当にもう感慨深い地元の県
南の先生方としては大いに盛り上がらせていただきました。
そんな付き合いをさせていただいて、そんな素敵な時間を
提供してくださっている西ロータリー様の皆様に何とか良
い恩返しができるよう今後も頑張っていきたいと思います
のでよろしくお願いします。今日はありがとうございまし
た。

◦東北中学校　ＣＫＢ野球大会運営部長 高山正康様
　こんばんは。ＣＫＢの運営部長を務め
ています、白河市立東北中学校野球部顧
問の高山と申します。よろしくお願いし
ます。第5回の運営のほうから自分はこち
らの運営部長ということでやらせていた

だいて、沢山の方々に支えられて大会が成立していること
にありがたく思います。その中でもロータリークラブの
皆様には、大会のほうの運営にあたっては沢山ご協力い

ただいて感謝しています。子供たちにとって8月の最後の
週、最後の土日のこの大会は先程青木先生からもあったよ
うに、本当だったらいつも一週間夏休みが続いているので、
夏休み最後の大会ということで子供たちはいつも楽しみに
この大会を待っています。行進から始まって、なかなか行
進から始まる大会というのは中体連でも県大会くらいから
しかなくて、子供たちにとって甲子園と同じように行進し
てグラウンドを回って開会式を迎えるということはなかな
かないので、この大会はありがたいなというふうに思って
います。東北中の子供たちもこのＣＫＢ大会楽しみにし
ていまして、夏休み、今始まっているんですが最後の夏の
思い出として、遠く神奈川から逗子開成さんや湘南学園さ
んも迎え入れて大会ができ、野球をやっている子供たちが
徐々に少なくなって連合チームも増えている中なんですけ
ども、野球を通してほかの地区で頑張っている、ほかの県
で頑張っている子たちと触れ合うというのがなかなかない
ので、すごく大事な大会だなというふうにいつも感じてい
ます。自分のほうも運営ということで頑張っていきますが、
至らないところもあってご迷惑をかけるかもしれませんが
頑張っていきます。子供たちも一生懸命新チームになって
初めてなので試合の中で失敗もあるんですが、次の新人戦
に向けての本当に大事な一個の大きな大会になっています
ので全力でプレーしていきますので、是非開会式もそうで
すが野球のほうも見ていただければありがたいなと思いま
す。本当に土日のＣＫＢ大会、よろしくお願いします。

◦白河南中学校　ＣＫＢ野球大会競技部長 鹿島史弘様
　こんばんは。鹿島史弘と申します。白
河南中学校に所属しておりまして。この
度はＣＫＢ大会の競技部長を務めさせて
いただきます。私は県南地区に赴任しま
して4年目になります。ＣＫＢ大会でいい

ますと第3回目からの参加というか運営に携わらせていた
だいております。その度にいつも思うんですけれども、や
はり県南地区の子供たちの中体連が終わって新チームに
なって夏休みの練習の成果を発揮する大会になるわけです
が、それでもこう一番どの大会と比べても規模が大きくて、
先程も何度もございましたが開会式から盛大に盛り上がり、
夜宿泊をして次の日もたとえ負けてしまったとしても負け
てしまったチーム同士でしのぎ合う、そういった非常に大
規模な大会なんだなといつも考えております。どの大会も
もちろん盛り上がるんですが、特にＣＫＢは全教員と県南
地区の全部の子供たちが集まって大会を行う。そういう素
晴らしい大会なんだなと感じております。私は今回は白河
南中学校の監督として出るわけなんですけれども、今回
は青木先生がいらっしゃる白河東中学校と塙中学校の3校
の合同チームで出るようになってしまいました。メンバー
がやはり少なくどこの中学校さんも大変なんですが、9人
割ってしまったのでチーム同士で集まって出ようというよ
うな状況になっております。それでも3校で力を合わせて
合同チームとして参加できるということは、新チームに
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なった子供たちにとっても非常に勉強になるんじゃないか
なと思っております。去年なんですが私は応援上の注意と
いうことで、ちょっと余興というかそれをやらせていただ
きました。あんまり盛り上がらなかったかなと思ってはい
るんですけども、残念ながら今年は私は初日はちょっと参
加できずに代わりに四家賢一先生という中島中の先生がそ
の応援上の注意をしていただくということで、そういった
バリエーションも豊富な大会で、今年もそういったところ
での楽しみもあるんじゃないかなというふうに考えており
ます。先程もありましたが、逗子開成中学校さんと湘南学
園中学校さんもいらっしゃってこの大会に参加してくださ
るということなんですけども、やはり私が言うのもなんな
んですが、原発事故以来の風評被害等があってもそんなの
関係ないよということで、この福島の地まで参加してくだ
さるそういった関東地区のチームがいるんだということ
は、我々にとってもすごく嬉しいことなのかなというふう
に感じております。また、お互いに福島の我々のほうが神
奈川県のほうに出向いて練習であるとか練習ゲームである
とかいうものも毎年やらせていただいております。県を超
えたそういった切磋琢磨した関係というのがずっと繋がっ
ているというのも、このＣＫＢ大会のおかげであるのかな
と感じております。是非楽しみにしてほしいなと思うんで
すけども、どのチームが優勝してもおかしくないようなそ
ういった大会であります。まだ暑さが残る中で苦しい環境
の中で試合をするようになるとは思うんですけれども、そ
れでも負けずの頑張るんだという気持ちが伝わって、こ
れからの新チームの新しい出発にふさわしい大会になるん
じゃないかなというふうに思っております。このような大
会に私も運営に携わることができまして非常に嬉しいと思
います。できれば人事異動をしないで、ずっと県南の野球
に携わっていたいなというような思いも常日頃思っていま
す。県南大好きで初めて教員になって来た所なんですけど
も、白河というところも非常に住みやすくて、人事異動し
てももう一回戻ってきたいななんて思うような所であるん
ですけれども、やはりそれ程ほかの地区にはないような大
会でもあるなと感じております。今週の土曜日から日曜日、
是非楽しみにして大成功していきたいと思いますのでよろ
しくお願いいたします。

◦第１回大会時会長 前原俊治会員
　第1回の開催した時の会長をやってお
りました前原でございます。まあちょっ
と そ の 時 の 裏 話 と い う か 、 そ の 辺 を
ちょっとお話したいと思っています。今
年6回目ということなんですけど、多分

初めの1回目は私が会長の時で初めは企画に載ってなかっ
たんですね。7月頃ですかね、今度県南地区でこういう野
球大会があるということで聞きまして、8月にも始まる
ということで時間もあまりなかったんですけど、是非西
ロータリーでも野球クラブがありますし、非常にマッチ
するんじゃないかなということで、是非やりたいという

ふうに思いまして、その当時の青少年委員会の委員長で
ありましたのが成井さんで、成井さんのほうにこういう
大会があるので是非やりたいということでお話しました
ら、成井さんのほうでもいいんじゃないか、是非やりた
いということで話がまとまったわけですね。ただ、時間
がなかったものですから先生のほうは大体いろんな面で
話が決まってたんですけど急遽ということでして。是非
やりたいということで理事会のほうにはかったんですね。
それで皆さん賛成してくれるのかなと思ったら、思いの
ほか反対意見が出まして、普通会長が提案すると大体皆
さん満場一致なんですけど、その時はなぜか反対が出た
んですね。私の会長の時もほとんどは満場一致で、しゃ
んしゃんの理事会だったんですけど、その時は非常に紛
糾しまして私は是非やりたいと、ただそういうものは
ロータリーには合わないんじゃないかという意見もあり
まして非常に紛糾しました。その時は例会の前に理事会
があったんですけど、その当時阿部幹事のほうからもう
そろそろ例会が始まりますからということでお話があり
まして、最終的には取り合えず今回1回だけはやってみよ
うということで決まりました。それで次年度以降はやる
かやらないかわからないけど、今年だけはやろうという
ことで開催がされました。それで、いざこの野球大会が
始まりましたら、先程もお話ありましたように素晴らし
い、特に開会式ですね。私も見まして本当に甲子園の入
場式と同じくらいの規模の開会式がありまして、非常に
私自身も感動しました。多分、そういうことも私以外の
会員の方も何名か来てましたので、その様子を見て非常
に良いもんだなということを感じたのかなと思ってます。
それで、その年終わりまして今年一年で終わるのかなと
思ったんですが、そういう素晴らしい大会が行われたこ
とによって次年度以降も行うということになりました。2
回目からは正式の野球大会ということで開催されまして、
いろいろとそれ以降の会長さんの努力によりまして立派
な優勝旗もできまして。私もこのＣＫＢに対しては非常
に思い入れのある大会でございます。そういうことで、
ロータリーのほうも一応共催という形でやっております
けど、やはり一番は野球部の先生方が中心になって一生
懸命やっていただいているのが一番この大会が盛り上が
る原因かなと思っております。そういうことで、これか
らも是非ずっとこの大会が続けばいいかなと思っており
ます。以上でございます。
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第６回大会　優勝・準優勝・３位チーム

第６回白河西ロータリークラブ旗争奪
チャレンジケンナンベースボールフェスティバル

８月24日㈯・25日㈰　泉崎さつき球場


